


▼PM486FE　2溝丸溝パイプ仕様

▼PM570FE　Vリブドプーリ仕様

▼PM486FE　Vリブドプーリ仕様

▼PM486FP　Vプーリ仕様

▼PM486FP　2溝丸溝パイプ仕様　▼PM486FE　Vプーリ仕様

▼PM570FE　Vプーリ仕様

弊社ホームページに「パワーモーラ選定サービス」を用意しております。（詳細は本紙P.12をご参照）MDRMDR
●フリーローラとの連動

フリーローラを連動する場合、ベルト伝達によるトルクロスが
生じます。

•数値は目安であり、ベルトの材質、テンション、周囲温度などの条件に
より異なります。

•フリーローラはパワーモーラの両側に均割配列することが前提となり
ます。

▼PM570FE　2溝丸溝パイプ仕様

▼PM486XP　Vリブドプーリ仕様

▼PM486XP　2溝丸溝パイプ仕様　

弊社ホームページに「パワーモーラ選定サービス」を用意しております。（詳細は本紙P.12をご参照）

▼PM486XE　Vリブドプーリ仕様

▼PM486XE　2溝丸溝パイプ仕様

▼PM570XE　Vリブドプーリ仕様

MDRMDR

▼PM570XE　2溝丸溝パイプ仕様

▼PM570XP　Vリブドプーリ仕様
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▼PM570FE　2溝丸溝パイプ仕様

▼PM486XP　Vリブドプーリ仕様

▼PM486XP　2溝丸溝パイプ仕様　

弊社ホームページに「パワーモーラ選定サービス」を用意しております。（詳細は本紙P.12をご参照）

▼PM486XE　Vリブドプーリ仕様

▼PM486XE　2溝丸溝パイプ仕様

▼PM570XE　Vリブドプーリ仕様

MDRMDR

▼PM570XE　2溝丸溝パイプ仕様

▼PM570XP　Vリブドプーリ仕様

MDR -Motor Driven Roller-
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■設計上のご注意

以下の数値およびグラフは特に記載がない限り、標準品
（各種仕様を含まないもの）で測定しております。各種仕
様の追加によっては数値が変動するものがありますのでご
了承ください。

弊社ホームページに「パワーモーラ選定サービス」を用意しております。（詳細は本紙P.12をご参照）MDRMDR

１ 拘束

２ 温度上昇

パワーモーラは、万一通電状態でロックされてもモータドライバ
の電流制限、モータ保護装置によりモータコイルが焼損する心配
はありません。しかしながら、繰返し拘束（ロック）されるとモ
ータコイルの温度上昇により、徐々に絶縁が劣化してモータ焼損
の原因になります。拘束（ロック）状態が繰返し発生する場合は
スイッチを切る制御にしてください。

パワーモーラの使用周囲温度は０℃～＋４０℃です。

▼PM380DS温度特性〈PM380DS-10-300-D-024〉（室温20℃）
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▼PM486FE温度特性〈PM486FE-15-400-D-024〉（室温20℃）
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▼PM320HS

搬送能力

6 10 13 16 19 22 25 30

1
2
3
4
5搬

送
物
重
量(　

／
台)

kg

設定速度（m/min）

－ベルトコンベヤ搬送条件（mm）－

機長：250～1500

ベ
ル
ト
幅
：

15
0～
45
0

・上記グラフは水平分散荷重時の搬送能力を表しています

３ 搬送速度変動

フリーローラ

パワーモーラ

パワーモーラの周速度（搬送速度）は搬送物の質量・材質・周囲温
度により、変動する場合があります。次の実験値をご参考にして
ください。

パワーモーラ１本による搬送速度変動

W

起動
木製パレット

1m 2m

A B

M M M M M M M

▼PM570XP　2溝丸溝パイプ仕様 ■設計上のご注意

弊社ホームページに「パワーモーラ選定サービス」を用意しております。（詳細は本紙P.12をご参照）MDRMDR

４ 間欠運転

５ 接続部速度差

６ コンベヤ面レベル

７ 制動

8 慣性

●パワーモーラは電気式ブレーキを標準装備しています（ブラシ
レスモータタイプ）。専用ドライバ使用時のRUN→STOPで電
気式ブレーキが作動し制動がかかります。

●パワーモーラは非通電にしてもモータと搬送物の慣性により即
時に停止いたしません。
●慣性はパワーモーラの速度及び型式・搬送物・質量・使用時間
等により異なります。
●ブラシレスモータタイプのブレーキ内装仕様は電気式ブレーキ
（標準装備）で慣性を止めた後に保持を行います。

同一ライン、接続ラインで搬送速度が変わる場合、急激な速度変
更はパワーモーラに強い衝撃を与えますのでさけてください。搬
送質量・速度により異なりますが、下流の速度が上流速度のおお
むね５０％以内なら支障ありません。

●搬送物の底面やコンベヤローラ面の水平精度が悪いと、空回り
や搬送物の方向がゆがむ原因となり、特に重量物では実質荷重
を受けるローラの許容荷重をこえる場合がありますのでご注意
ください。
●搬送物の荷造バンド・底面中心のふくらみ等により、搬送物が
斜めになることがあります。このような場合は両端ゴムライニ
ング品等をご使用ください。

間欠運転の最短タクトタイムはおおむね次のとおりです。

型 式 最短タクトタイム

１秒ON、１秒OFF

３秒ON、２秒OFFPM380DS・PM427DS

PM486FE・PM500FE・PM486FP・PM500FP
PM570FE・PM605FE・PMT42FE

１秒ON、１.５秒OFFPM486XE・PM486XP・PM500XE・PM500XP・
PM570XE・PM570XP・PM605XE・PM605XP

PM486FE-60

PM486FE-60

▼PM486FE

搬送質量（㎏）

40
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（m/min）

10 20 30 40 50 100 200 300 400 500

●０→１m　Aの平均速度（DC24V　1本駆動　溝なしパイプ仕様）

●１→２m　Bの平均速度（DC24V　1本駆動　溝なしパイプ仕様）

搬送質量（㎏）
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PM380DS-25

PM380DS-25

PM380DS-10

PM380DS-10

PM380DS-2

PM380DS-2

▼PM380DS

搬送質量（㎏）

40
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0 25 50

（m/min）

搬送質量（㎏）

40

20

0 25 50

（m/min）

●０→１m　Aの平均速度（DC24V　1本駆動）

●１→２m　Bの平均速度（DC24V　1本駆動）
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■設計上のご注意

弊社ホームページに「パワーモーラ選定サービス」を用意しております。（詳細は本紙P.12をご参照）MDRMDR

４ 間欠運転

５ 接続部速度差

６ コンベヤ面レベル

７ 制動

8 慣性

●パワーモーラは電気式ブレーキを標準装備しています（ブラシ
レスモータタイプ）。専用ドライバ使用時のRUN→STOPで電
気式ブレーキが作動し制動がかかります。

●パワーモーラは非通電にしてもモータと搬送物の慣性により即
時に停止いたしません。
●慣性はパワーモーラの速度及び型式・搬送物・質量・使用時間
等により異なります。
●ブラシレスモータタイプのブレーキ内装仕様は電気式ブレーキ
（標準装備）で慣性を止めた後に保持を行います。

同一ライン、接続ラインで搬送速度が変わる場合、急激な速度変
更はパワーモーラに強い衝撃を与えますのでさけてください。搬
送質量・速度により異なりますが、下流の速度が上流速度のおお
むね５０％以内なら支障ありません。

●搬送物の底面やコンベヤローラ面の水平精度が悪いと、空回り
や搬送物の方向がゆがむ原因となり、特に重量物では実質荷重
を受けるローラの許容荷重をこえる場合がありますのでご注意
ください。
●搬送物の荷造バンド・底面中心のふくらみ等により、搬送物が
斜めになることがあります。このような場合は両端ゴムライニ
ング品等をご使用ください。

間欠運転の最短タクトタイムはおおむね次のとおりです。

型 式 最短タクトタイム

１秒ON、１秒OFF

３秒ON、２秒OFFPM380DS・PM427DS

PM486FE・PM500FE・PM486FP・PM500FP
PM570FE・PM605FE・PMT42FE

１秒ON、１.５秒OFFPM486XE・PM486XP・PM500XE・PM500XP・
PM570XE・PM570XP・PM605XE・PM605XP

PM486FE-60

PM486FE-60

▼PM486FE

搬送質量（㎏）

40
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0

（m/min）

10 20 30 40 50 100 200 300 400 500

●０→１m　Aの平均速度（DC24V　1本駆動　溝なしパイプ仕様）

●１→２m　Bの平均速度（DC24V　1本駆動　溝なしパイプ仕様）

搬送質量（㎏）
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PM380DS-25

PM380DS-25

PM380DS-10

PM380DS-10

PM380DS-2

PM380DS-2

▼PM380DS

搬送質量（㎏）

40
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0 25 50

（m/min）

搬送質量（㎏）

40

20

0 25 50

（m/min）

●０→１m　Aの平均速度（DC24V　1本駆動）

●１→２m　Bの平均速度（DC24V　1本駆動）
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